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第２章 関西の活性化の定義と本提言が目指す姿 

第４章 総括  

提言要旨 Wellco ～「つながり」がうむワク・ワク・イキ・イキ～  

➀日本の幸福度の低さ 

人は「経済的余裕」に加え 
「ひとりじゃない」「つながり」 

を感じられる方がより「幸せ」を感じる 
「幸福」の土台となる 
Well-beingを深堀する 

つながる仕組みが自走する 
Well-being Ecosystem＝「Wellco」

つながりと支え合いの潤滑油 

｢感謝｣の見える化による  
コミュニケーションの促進 

地域・全世代の人々が 
集まるサードプレイス 

ハード施策 

サービス例 
・レストラン・多目的室  

・コミュニティナース  
・エディブルガーデン etc  

住民が集まり、つながる 
コミュニティ機能を集積 

幸福 Happiness結果

要因

「幸福」とは３つのWell-beingが 
健全に機能し満たされると感じる結果 

➁幸福とWell-beingの関係 ➂Well-beingへの着目 

関西の活性化は経済成⾧だけではなく、
幸せの先にあるのでは？ 

仮説

➀「つながり」持続化戦略と仕組み 

人が集まり、つながる場  

人材バンクシステム 
「tayotte-San」 

感謝の気持ちを育む 
「tayotte-Point」 

➁つながる仕組みが自走するエコシステム「Wellco」 

代
表
事
例 

福岡県宗像市 「さとづくり48」 

大阪府大東市 「morineki 」 
・交流人口の増加 
・幸せに暮らすためのエリア再生 
・地域価値の向上 

ハード戦略 ハード戦略 サービス戦略 サービス戦略 

支え合いを生み出す仕掛け 

地域コミュニティを継続する持続力が必要 

   世代間の「役割」 

  文化・道徳・歴史の伝承 
  社会の「重石」 

  若い世代の育成 
  知識/人脈の継承 
  コミュニティの調整役 

  時間に余裕が生まれる 
  孤立した育児・介護の解消 
  心理的ストレスの緩和 

  知識/技術の継承 
  新しい価値観の導入
 

 “つながり”におけるメリット 

身体的制限による困難の緩和 
情報格差の是正 

新たなコミュニティ（地域社会）
への参画 

仕事関係以外の繋がりの創出 
地域活動への参画時間増加 

コミュニティの広範囲化 
身近なロールモデル 
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世代を超えた「つながり」がうむ 
「ワク･ワク･イキ･イキ」 関西へ！ 

Wellcoが地域をつなぐ架け橋になり 

さ
ら
に
 

人が集う場所の創造 

そのための労働 

経済成⾧ 
（GDP） 

Well-being 
(幸福・QOL) 

経済 

団地再生によるサードプレイス構想 

・地域住民のもつ力を可視化 
・人と人の助け合いを促進 

自発的参加を促す仕組み 自発的参加を促す仕組み 

自発力を促す仕組み サービス施策 

人が集まる 
   サードプレイス 

日常的な助け合い 
 感謝の気持ちの循環 

➀社会的Well-beingの重要性 

Well-being 

➃「つながり強化戦略」の方向性 

支え合いを生み出す仕掛け 

サービス 
戦略 

サードプレイスの創出 

ハード 
戦略 

 関西人のおせっかいで明るい気質は、関西の活性化を果たすうえで欠かすことのできない資本！ 
 世代を超えた人と人の接点機会とサードプレイスの創出により社会的Well-beingの最大化に繋げる！ 

 生活満足度は3種類のWell-beingに関する指標で評価されるが、社会的Well-beingのスコアが最も低い 

➂関西活性化の定義 

➁各世代の役割・課題と理想のつながり 

日本の 
生活満足度 

5.69 点肉体的

5.61 点精神的

4.95 点社会的

スコア 

 家庭や学校の役割に縛られない「サードプレイス」が、地域コミュニティで人とつながる場所になる！ 

関西活性化 
の定義 

世代を超えた「つながり」が、 
確かな 「有用感」と「安心感」を育み、 
誰もが ワクワク・イキイキ と躍動している状態 

社会的 
Well-being 

向上 

幸福度 
向上 

社会的Well-beingとは 

社会の中でうまく機能しているか？関わりにおいて幸福を感じているか？ 

社会的有用感 
社会的安心感 私は社会に受入れられているか?  

人と人の 
つながりで実感 

 世代を超えた人のつながりが課題解決と社会的Well-being向上に寄与！ 
若者世代 社

会
課
題
・
変
化 

 少子・高齢化 
 安全意識の高まり 
 家族形態の変化 
 デジタル化 

世
代
別 

課
題
例 

子育て世代 ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱ シニア世代 

・ ｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽの 
 欠如 

・ 時間的困窮 
・ 心理的ストレス 

・ 退職による 
  ｺﾐｭﾆﾃｨ喪失 

・ 社会接点の 
  希薄化、孤立 

世代を超えたつながり・共助により 
「有用感」と「安心感」を感じられる 

地域コミュニティの理想のつながり 

踏み込みすぎず、些細な事でも 
頼り合える「挨拶の1.5歩先」の地縁 

   関西のSWOT分析     つながり強化戦略  本提言の方向性 調査 提言 検討 

人がつながりやすくなるツール 

人が住みたい、訪れたい場所 

の 

私は社会の役に立っているか?  

バディ制度 
【若者】×【シニア】 

高齢者見守り 
デジタル支援 

 

子供の見守 

【シニア】×【子育て】 
一次預かり 

人脈の橋渡し 

アクティブ 
 

生活支援 
【子育て】×【シニア】 

買物代行 
病院付添 

有用感/安心感の醸成 

【シニア】×【若者】 
伝統の承継 

防犯パトロール 

サードオピニオン 

自発力を促す仕組み 

グローバル適塾 第24期 
関西の活性化 グループ 


